
IV. 機構・職員。予算

1. 機構

A. 機構の概要

生産技術研究所は日常の業務遂行の面から，研究部と事務部に大別される．

研究部は，迂営の便宜上， 5部門に分かれ，部ごとに互選による 2名の常務委員がいて

部の日常の業務処理に当たる．常務委員のうち 1名は，部主任として部を代表する．常務

委員は，常務委員会を組織し，所長の諮問機関として毎月 2回，必要によりそれ以上会議

を開催している．研究部は研究室から成り立っており，また，その部の専門を適当に分類

した専門分野表は 1ページ「活動の概要」の項に掲げたとおりである．

本所の重要謬項は教授総会で決議する．教授総会は教授•助教授によって組織され，毎
月2回定期に開催している．ほかに教官同志の知識向上をはかる輪講会が毎月 1回行なわ

れる．

そのほかに所員がそれぞれの専門的立場から組織する各種委員会，運営関係を担当する

諸委員会がある． これらは各部から選出する教授• 助教授または講師が委員となって構成

されるもので，委員長は教授総会で選出されるものと所長委嘱によるものとがある．その

種類は次ページB.機構図にあるとおりで，内容は巻末の委員会諸規定を参照されたい．
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B. 機構図

教授総会

， 常務委員会

部主任ー業務掛--------・----------…-! 

1部ー（基礎）→専門分野（各研究室）I ! 

研究班ー主任研究員 ！ 
）一同 上――---------~

3部ー（電気・電子工学）一同 上---------------~ 
4部ー（化学・ 冶金工学）一同 上----------------"1 
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プログラム班 I 

！一電子計算椴室ー室長一室長補佐」□操 作 班 I 

事務班------------------___ , 

特別研究審議委員会・エ作委員会

図書委員会・写真委員会・出版委員会

一常置運営関係委員会―|
営繕委員会・千葉実験所管理運営委員会

厚生委員会・講習会委員会

放射性同位元索委員会・試験溶鉱炉委員会

津波高潮実験施設運営委員会

一臨時委員会―[
将来計画委員会・建築計画委員会・記念行事委員会

臨時事業委員会改革委員会（教官）・奨励会委員会・等
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A. 現 員 表 (48. 4. 1現在）
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静岡大学庶務部人
事課長
助 手

” 技官（宇宙航空研
究所）

一

高

関

田

田

杉

中

朝

西

浦

木

端

中

浦

島

生

本

男

郎

郎

久

二

志

太

忠

堅

松

正

源

勝

邦

周

博

正

宏

二

信

47. 

47. 

47. 

47. 

4-

‘’ 

ー

3

0

6

 

3

1

 

••• 4

4

6

 

”
 

手

II 

助
『ー

採用

‘’ 
‘’ 

II II 

” 
””  
事務部長昇任

業務課長配置換

辞職

” 
助手配置換
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助手（大阪大学基
礎工学部）
助

II 

II 

技

助

手

官

手

会

助

教

講

計主

教

II 

任

授

授

師

授
総属附

教
部
）
教

学
所

”
 
工
験
（
試

助

”

合

助

教

助

II 

” 
桐

信

信

忠

七

英

岡

口

木

原

木

田

野

硲

藤

藤

浦

野

井

吉

森

西

佐

芳

大

橘

鶴

山

三

浅

鈴

菊

早

熊

後

後

三

末

高

満

雄

恒

信

雄

彦

行

樹

彦

雄

郎

三

之

志

夫

従

行

行

男

郎

男

C. 名 誉

故井口常雄，

故岡宗次郎，

福田義民，

岡本舜三，

3. 

A. 

決算

授

授

手

教 授

瀬藤
故渡辺

坪井

江上

総 額

職員給与

校費

研究部経費

各部研究費
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野

野

本

賀

野

林

象二，

要，

善勝，

一郎，

と予算

博

文

博

徹

俊

成

秀

為

楠

五

照

基

裡

茂

昭和46年度歳出決算額

故友田

福田

菊池

星埜

金額

1,272,199,846 

789,292,164 

425,S05, 682 

294,404,994 

116,398,100 

47. 

47. 

47. 
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48. 1. 
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48. 

48. 

48. 

48. 

宜孝，

武雄，

真一，

和，

1

6

1

 

1

3

 

．
．
．
 

7

7

7

 

// 

1

1

1

 

谷

高橋

星野

森脇

講師配置換

建設省土木研究所へ出向

辞職

” 
助手配置換

休職

助手採用

II II 

管理課課長補佐昇任

教授昇任

””  
工学部配四換（本所併任）

助教授昇任

””  
教授昇任

本所第4部助教授配置扱

教授昇任

死亡

辞職

停年

II 

安生，

武雄，

昌ー，

義雄，

星合正治

永井芳男

渕野 克

沢井善三郎

百分率

100. 00% 

62.04 

33.47 

23.14 

9. 15 

百分率

100. 00% 

69.14 

27.34 



特別研究費 149,801,800 11. 77 35.18 

特殊装四運転経費 18,656,400 1.47 4.38 

そ の 他 9,548,394 0. 75 2.24 

管理運営費 119,128,688 9.36 27.98 

光熱水料 17,354,934 1.36 4.04 

通 信 費 12,774,591 1.00 3.00 

自動車管理費 2,164,147 0.17 0.51 

暖冷房運転経費 3,594,606 0.28 0.84 

A こ 議 費 1,114,536 0.09 0.26 

庁舎営繕費 3,532,000 0.28 0.83 

図 書 費 10,295,160 0.81 2.42 

出 版 費 7,920,000 0.62 1. 86 

厚生経費 910,000 0.07 0.21 

写真室運営費 190,200 0.02 0.40 

試作工場運営費 1,964,497 0.15 0.46 

3,516,800 0.28 0.83 

実験所運営費 7,400,000 0.58 1. 74 

事務経費（合賃金） 10,770,360 0.85 2.53 

臨時経費 35,626,857 2.80 8.37 

節 約 額 12,272,000 0.97 2.88 

受託研究費 ~(i,322,000 2.86 

受託研究員股 -~'£60,.000 0.44 

各所修繕 3,500,000 0.28 

施設整備費 400,000 0.03 

職員旅費 6,916,000 0.54 

受託研究旅費 4,020,000 0.32 

諸 謝 金 131,000 0.01 

受託研究謝金 153,000 0.01 

B. 昭和47年度歳出予算額

金額 百分率 百分率

総 額 1,317,933,874 100. 00% 

戦員給与 792,740,862 60.15 

校 費 465,320,012 35.31 100. 00% 

研究部経費 318,054,825 24. 14 68.35 

各部研究費 121,470,400 9.22 26.10 

特別研究費 161,291,000 12.24 34.66 
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特殊装置運転経費 19,896,200 1. 51 4.28 

そ の 他 15,397,225 1.17 3.31 

管理運営費 133,766,187 10. 15 28. 75 

ぅヒ 葵肉 7J< 廂t 18,792,597 1. 43 4.04 

通 信 費 14,200,000 1. 08 3.05 

自動車管理費 2,253,000 0. 17 0.48 

暖冷房運転経費 3,925,000 0.30 0.84 

メコ 議 費 1,100,000 0.08 0.24 

庁舎営繕費 3,800,000 0.29 0.82 

図 吋・虚,. 
虹吐" 11,350,000 0.86 2.44 

出 阪 費 8,230,000 0.62 1・76 

厚生経費 1,103,000 0.08 0.24 

写真室運営費 120,000 0.01 0. 03 

試作工場運営費 2,500,000 0. 19 0.54 

計算機室運営費 2,121,000 0. 16 0.46 

実験所運営費 8,000,000 0.61 1. 72 

事務怪費（含賃金） 14,512,000 1. 10 3. 12 

臨時径喪 41,759,590 3. 17 8. 97 

節 約 額 13,499,000 1. 02 2.90 

電子計算搬借料 10,114,000 0. 77 

受託研究費 25,686,000 1. 95 

受託研究員喪 4,990,000 0.38 

各所修 8,620,000 0.65 

施設整備費 500,000 0.04 

職員旅費 7,533,000 0.57 

受託研究旅喪 2,300,000 0. 17 

吾o'比u 謝 金 130,000 0.01 

C. 文部省科学研究費関係（昭和 47年度）

-O々汎‘-し‘、 額 138,710,000 

般研究 106,580,000 

奨励研究 1,180,000 

総合研究 9,580, 000 

試験研究 11,720,000 

特定研究 8,150,000 

自然災害特別研究 1,500, 000 
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D. その他の研究費（昭和 47年度）

総額

文部省科学研究費分担金

奨学交付金

63,839,260 

852,000 

62,987,260 

B+C+D 1,510,482,134 

I, " I I , 

科学研究毀 その他の研究毀
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4. 昭和47年度のおもな記録

A. 教授総会開催日表

I 4. 19, 5. 24, s. 21, 1. 19, 9. 20, 10. 18, 11. 15, 12. 20, 48. 1. 10, 24, 2. 21, 3. 28. 

B. 各種委員会開催日表

委員会名 I
常務委員会 I4. 5, 19, 5. 10, 24, s. 7, 21. 1. s, 12 c臨）， 19,8. 2, 9. 6, 20, 10. 4, 

18, 11. 1, 15, 12. 6, 20, 48. 1. 10, 24, 2. 7, 21, 3. 7, 28. 

5. 8, 6. 5, 9. 28, 11. 7, 22, 48. 1. 31, 3. 14, 

6. 20, 48. 2. 5, 26. 

4. 20, 5. 10, 6. 28, 7. 17, 26, 9. 13, 

4. 10, 24, 5. 8, 22, 6. 5, 19, 7. 3, 17, 9. 4. 18, 10. 2, 16, 30, 11. 

13, 20, 12. 4, 18, 25, 48. 1. 24, 2. 7, 

7. 18, 8. 2, 9. 13, 27, 10. 17, 31, 11. 14, 18, 

甘日h” 催 日 （臨）は臨時開催日

請習会委員会

記念行事委員会

将来計画委員会

改革委
（教

奨励会委員会
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図書委員会

出版委員会

写真委員会

厚生委員会

工作委員会

千葉実験所
管理運営委員会

特別研究審議
委員会

電子計邸機
委員会

試験溶鉱炉
委員会

津波高潮実験施
設迎営委員会

4. 25, 5. 24, 6. 28, 9. 27, 48. 1. 17, 2. 21, 3. 28, 

4. 26, 5. 24, 6. 21, 7. 26, 9. 27, 10. 25, 11. 22, 12. 20, 48. 1. 24, 

2. 21, 3. 28. 

5. 9, 48. 3. 30, 

5. 26, 7. 4, 9. 26, 48. 3. 20. 

5. 2, 7. 12, 8. 1, 10. 11, 11. 21, 48. 1. 18, 2. 16, 3. 27, 

5. 16, 7. 5, 9. 6, 12. 13, 48. 3. 14. 

4. 26, 5. 4, 6. 7, 7. 28, 9. 29, 12. 22, 48. 2. 14, 28, 

4. 28, 5. 17, 6. 28, 8. 2, 9. 13, 10. 6, 11. 8, 12. 13, 48. 1. 17, 2. 

14, 3. 14. 

6. 26, 8. 1, 48. 1. 17. 

10. 17. 

C. 輪 講

会

通し回数I 題 目 I 講 :似, ヤ 者 l開催年月日
412 界面活性剤と防災への応用 助教授早野茂夫 I47. 4.19 
413 住宅実験法 教授池辺 陽 47. 5. 24 

414 球のまわりのおそい流れと特異摂動法 教授成瀬文雄 47. 6. 21 

415 変動流におかれた腐について 助教授吉識睛夫 47. 7.19 

416 MOS集積動回向路 (MOS電界効果トランジスタを 教授安逹芳夫 47. 9. 20 
含む）の

417 いわゆる原子力製鉄構想について 教授餡 -1-フ 47. 10. 18 

418 プラス点チックス・コンクリート（開発研究の現状 助教授小林一輔 47. 11.15 
と問題） 

419 有限要索）法研究の動向（とくに非線形問題解折に
教授山田茄昭；I 47.12.20 ついて

420 Bluff bodyに作用する流体力についての最近の 助教授小林敏雄 48. 1. 24 
研究

421 画像情報処理用入出力装匝について 助教授高木幹雄 48. 2. 21 

422 金属の結晶粒界の構造と諸物性 助教授石田洋一 48. 3. 28 

D. 日 譜

昭和西暦月日 行 事

47 1972 2. 24 

3.24 

4. 25 

5.10 

5.11, 12 

5. 26 

第 6回臨時事業研究発表会テーマ「都市廃棄物処理の現状調査ならびに研究」

第7回臨時事業研究発表会テーマ「免裳構造は可能か」

第8回臨時事業研究発表会テーマ「交通騒音について」
大蔵省青木主計官来所視察

昭和 47年度会計実地検査実施

第9回臨時事業研究発表会テーマ「高分子化合物に対する光の作用」
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5. 30, 31 研究所公開，研究室公開および講演，映酉会開催

5. 30 財団法人生産技術研究奨励会理事会，評議員合同会議

6.23 第 10回臨時事業研究発表会テーマ「埋設管の地震時挙動」

6.28-30 第10回生研講習会開催テーマ「画像情報の処理と伝逹」

7.20 第 11回臨時事業研究発表会テーマ「振勁公害について」

7. 28 住友金属工業（株）社員60名来所見学

9. 9 朝鮮金作工業大学講座長外 10名来所見学慇談

9.14 第 12回臨時事業研究発表会テーマ「プラスチックー無機充損剤系材料の燃焼特性」

10. 3 本所連動会（主催，弥生会）検見川総合連勁楊で開催

10.18 (株）日本紙パルプ研究所企画委員外 15名来所見学

10.27 第 13回臨時事業研究発表会テーマ「繰返し載荷を受ける鋼構造の部材」

11.16 第14回臨時事業研究発表会テーマ「都市道路網における交通流配分のアルゴリズ

ム」
11. 30 財団法人生産技術研究奨励会理事会，評議員合同会議

12.15 第 15回臨時事業研究発表会テーマ「プラスチックの熱分解による軽質油の回収」

48 1973 1. 26 第 16回臨時事業研究発表会テーマ「鉄筋コンクリート部材の動的破壊試験」

2. 22 第 17回臨時事業研究発表会テーマ「汚担条件下における電力系統の絶緑信依度」

3. 23 第 18回臨時事業研究発表会テーマ「微分パルスボーラドグラフィによる微鼠重金

属の分析」
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